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 このたび中海浄化のための湖底窪地埋立て材アイディアについての提案。

１．提案の前提 

（１）埋立て対象の窪地が 3000 万ｍ３という膨大な体積であり、安価で大量に収集できる

材料であること 

（２）すでに予備実験で石炭灰造粒物の効果が確認されているので、石炭灰を含む組成体

であること 

（３）再汚泥化を含めて２次環境汚染をしないよう、石炭灰は溶出試験で安全性が確認さ

れたものを使用すること 

２．具体的な提案 

以上の前提に合致するものとして、以下の４種類の埋立て材を提案する。

*Ａ．【 石炭灰 ⇒ 布袋 】

   自硬性のある石炭灰を自然崩壊性の繊維で作られた布袋（トンパック様式）に包み、

浚渫窪地に沈める方法。 

注記：①石炭灰は遅硬性であり、強度発現までの濁り発生を布袋で防止する。 

②コストダウン、および布袋による形状支持の利点がある。

*Ｂ．【 浚渫土砂＋石炭灰 ⇒ 布袋 】

   浚渫土砂と石炭灰を簡単なバックフォーなどで混合し、それを自然崩壊性のある布

袋で包み込んで浚渫窪地に沈める方法。 

注記：①県内の残土処分場の残容量が逼迫しているという現状があり、これは馬潟港の浚渫工事および

大橋川拡張改修工事のように大量の浚渫土砂が排出される場合の処理方法として、工事のコスト

ダウンと窪地埋め立てによる中海浄化と一挙両得が可能となることは明確である。 

②石炭灰は遅硬性で、湖底に沈められた後で浚渫土砂の再汚泥化を防止できる利点がある。

*Ｃ．【 浚渫土砂＋ＦＡ固化材＋石炭灰 ⇒ 固化体 】

浚渫土砂を当社が開発したＦＡ固化材および石炭灰との混合組成体で固化したもの。 

注記：①ＦＡ固化材は即硬性があり、即時に運搬船またはトラックにて搬送可能となる。 

②湖底から発生する硫化水素およびＦＡ固化材の組成物である石膏からの硫化水素発生の懸念は、

石炭灰の中に５％ほど含まれる鉄分（酸化鉄）で固定化されることも大きなメリットである。 



*Ｄ．【 ＦＡ固化材＋石炭灰 ⇒ 固化体 】 

   浚渫土砂を排出するような工事がない場合には、石炭灰を約 10％程度のＦＡ固化材

で固化したもの。 

注記： ①石炭灰とＦＡ固化材は簡単なブレンダーで混合できるので、コストダウンして提供できる。 

   ②水質の浄化効果および硫化水素対策においても*Ｃで述べたように、効果を発揮することができ

る。 

 
３．その他 

 前提にある石炭灰（産業廃棄物）を含む組成体ではないものの、浚渫窪地を早期に解消

させる（＋処分場の延命）という観点より、以下の方法も併せて提案する。 
 
*Ｅ．【 浚渫土砂 ⇒ 布袋 】 

   馬潟港などの浚渫土砂を、船上もしくは現場周辺にて布袋・布製型枠等に直接注入

し、浚渫窪地に沈める方法。 

注記：①海のものを海に戻すという無理がない方法であり、浚渫現場と窪地が近ければ大幅なコストダ

ウンにつながる。 

   ②袋を積み重ねることにより重量で圧密され、形状が安定するとともに再汚泥化を防止できる。 

 
 以上の提案については、今後、ラボ実験および現場テストによって効果を実証する。 
 
 
 
 
 

ケースＣによる実施例


